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問1 鎌倉時代に栄西が宋から伝えた宗派で、座禅によって自ら悟りを開こうとする教えを持ち、当時の幕府や武士から厚い信仰を
得た禅宗の一派は何ですか。 （2024年　三重公立入試　類似）

1.  臨済宗 2.  真言宗 3.  浄土真宗 4.  時宗

問2 鎌倉時代から江戸時代まで続いた、主君が家臣に土地の支配権を保障し、家臣が軍役を果たすという仕組みの目的として、最
も適切な説明はどれですか。 （2023年　広島公立入試　類似）

1.  家臣に経済的な基盤を保障する
ことで、忠誠心を引き出し、安定
した軍事力を確保するため

2.  土地の売買を自由化すること
で、農民の納税意欲を高め、国家
の財政を安定させるため

3.  すべての土地を天皇が所有する
ものとし、家臣を地方官として派
遣して全国を支配するため

4.  商人の経済力を利用して武器や
兵糧を調達し、外国の侵略を未然
に防ぐ体制を作るため

問3 鎌倉時代、日本各地を巡り歩きながら念仏の札を配り、音楽やリズムに合わせて念仏を唱える「踊念仏」によって、時宗（じ
しゅう）を広めた人物は誰ですか。 （2019年　埼玉県公立入試　類似）

1.  一遍 2.  親鸞 3.  日蓮 4.  栄西

問4 鎌倉時代の文化は、武士の力強さや民衆への宗教の普及を背景に、現実を直視する写実的な傾向が強まりました。この時期の
文学作品である『方丈記』の説明として、当時の社会状況と関連付けたものとして最も適切な記述はどれですか。 （2018年　歴史公立

入試　類似）

1.  相次ぐ戦乱や飢饉による社会不
安を背景に、世の中の無常さを簡
潔な文章で記した。

2.  国風文化の影響を受け、かな文
字を用いて貴族の華やかな宮廷生
活を情緒的に記した。

3.  室町幕府の保護を受け、観阿
弥・世阿弥親子が猿楽を芸術性の
高い舞台芸術へと高めた。

4.  千利休が確立した、簡素で静か
な精神を重んじる「わび茶」の作
法について記した。

問5 鎌倉時代の中期以降、武士が経済的に困窮し、質入れや売却によって領地を手放す者が相次いだ背景には、相続制度の影響が
ありました。この状況と、それに対する幕府の対応について述べた説明として正しいものはどれですか。 （2026年　広島公立入試　類似）

1.  分割相続により領地が細分化さ
れ、元寇の軍役負担も重なったた
め、幕府は永仁の徳政令を出して
領地の取り戻しを認めた。

2.  単独相続が義務化されたことで
次男以下の生活が困窮したため、
幕府は新田開発を奨励して新しい
領地を与えた。

3.  分割相続によって領地が拡大し
すぎたため、幕府は武士の贅沢を
禁止し、貨幣経済の利用を厳しく
制限した。

4.  実力主義による領地奪い合いが
激化したため、幕府は御成敗式目
を制定して分割相続を全面的に禁
止した。

問6 鎌倉時代に成立した新仏教の一つである時宗（じしゅう）の開祖について、全国を巡り、「南無阿弥陀仏」の念仏を唱えれば
誰でも救われると説き、踊りながら念仏を唱える独自の手法で武士や農民、商工業者にまで教えを広めた人物は誰ですか。

（2019年　長野県公立入試　類似）

1.  親鸞 2.  一遍 3.  日蓮 4.  栄西

問7 鎌倉時代中期以降、それまで一般的であった領地の分割相続が御家人の生活を苦しめる要因となった背景について、最も適切
な説明はどれですか。 （2025年　鹿児島公立入試　類似）

1.  代を重ねるごとに一人あたりの
領地が細分化され、軍役の負担に
見合う収入が得られなくなったた
め

2.  幕府がすべての領地を回収し、
長男以外の子供には領地を与えな
い単独相続を強制したため

3.  元寇の恩賞として大量の領地が
配分された結果、管理コストが膨
らみ生活が破綻したため

4.  貨幣経済が浸透し、領地から得
られる農作物の価値が急落して分
割相続が不可能になったため

問8 鎌倉時代後半、元寇（蒙古襲来）による軍役の負担や、分割相続による領地の細分化によって御家人の生活は非常に苦しくな
っていました。このような背景を受け、1297年に鎌倉幕府が御家人の借金を帳消しにし、売却した土地を無償で取り戻させる
ために出した法令の名称を選びなさい。 （2025年　愛媛公立入試　類似）

1.  墾田永年私財法 2.  永仁の徳政令 3.  公事方御定書 4.  分国法

問9 『平家物語』の冒頭には「娑羅双樹（さらそうじゅ）の花の色、盛者必衰（じょうしゃひっすい）の理（ことわり）をあらわ
す」という言葉があります。この物語の全体を貫いている、万物は常に変化し同じ状態にとどまることはないという仏教的な
考え方を何といいますか。 （2020年　千葉県公立入試　類似）

1.  諸行無常 2.  極楽浄土 3.  質実剛健 4.  神仏習合
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
臨済宗

鎌倉時代には、それまでの貴族中心の仏教とは異なり、武士や民衆の心をつかむ新しい仏教が次々
と誕生しました。栄西が中国（宋）から伝えた臨済宗は、座禅を組んで修行し、自らの力で悟りを
開こうとする「自力」の教えが特徴です。この厳格な教えが、精神修養を重んじる武士の気風に合
致し、鎌倉幕府の保護を受けて発展しました。

問2 答え 1
家臣に経済的な基盤を保障することで、
忠誠心を引き出し、安定した軍事力を確
保するため

武士は「一所懸命」という言葉に象徴されるように、自らの土地を命がけで守る存在でした。将軍
や大名は、その土地の支配を公認（安堵）するという強力な特権を与えることで、家臣たちを自身
の軍事組織の中に組み込み、政権や領国の安定を図りました。これは律令国家の公地公民制とは対
照的な、私的な契約に基づく社会構造です。

問3 答え 1
一遍

鎌倉時代に誕生した新仏教の一つである時宗の開祖、一遍についての問いです。彼は特定の寺院に
とどまらず、全国を旅して民衆に直接教えを説く「遊行（ゆぎょう）」というスタイルをとりまし
た。念仏を唱えながら集団で踊る「踊念仏」は、当時の人々に熱狂的に受け入れられ、教えが急速
に普及する大きな要因となりました。

問4 答え 1
相次ぐ戦乱や飢饉による社会不安を背景
に、世の中の無常さを簡潔な文章で記し
た。

鎌倉時代は平氏の滅亡や承久の乱といった戦乱に加え、大火や飢饉などの災害が続きました。鴨長
明はこうした混乱の中で『方丈記』を記し、固定された住まいを持たず小さな方丈（一丈四方の
庵）で暮らす自身の生活を通して、変わりゆく世への無常観を表現しました。他の選択肢は、平安
時代の国風文化、室町時代の東山文化、安土桃山時代の文化に関する内容です。

問5 答え 1
分割相続により領地が細分化され、元寇
の軍役負担も重なったため、幕府は永仁
の徳政令を出して領地の取り戻しを認め
た。

分割相続の繰り返しによる領地の細分化に加え、元寇（蒙古襲来）での軍役負担や恩賞の不足によ
り、御家人の生活は非常に苦しくなりました。借金を重ねて領地を手放す武士が増えたため、幕府
は「永仁の徳政令」を発布し、売却・質入れした領地を無償で取り戻させようとしましたが、これ
により経済が混乱し、かえって武士の不満が高まる結果となりました。

問6 答え 2
一遍

鎌倉時代には民衆の不安に応える新しい仏教が次々と誕生しました。一遍は時宗の開祖であり、特
定の修行や難しい学問を必要とせず、ただ念仏を唱えることで救われると説きました。この教えを
広めるために全国を行脚し、「踊念仏」という親しみやすい形式を取り入れたことで、身分を問わ
ず幅広い層に受け入れられました。

問7 答え 1
代を重ねるごとに一人あたりの領地が細
分化され、軍役の負担に見合う収入が得
られなくなったため

分割相続は、代を経るごとに個々の御家人が持つ領地を零細化させました。これに加え、蒙古襲来
（元寇）での軍役負担が重なったにもかかわらず、防衛戦であったために新たな領地が与えられな
かったことが、御家人の困窮に拍車をかけました。これにより、後の時代には領地を分散させない
「単独相続」へと変化していくことになります。

問8 答え 2
永仁の徳政令

元軍の侵攻を防いだものの、恩賞として与える土地が不足していたため、御家人は生活に困窮し、
土地を質に入れたり売却したりする者が相次ぎました。幕府は御家人の没落を防ぎ軍役を維持させ
るため、永仁の徳政令を出して土地の無償返還を命じましたが、結果として経済を混乱させ、幕府
への不満が高まる原因となりました。

問9 答え 1
諸行無常

鎌倉時代は戦乱や社会の変動が激しかった時期であり、仏教の「諸行無常（しょぎょうむじょ
う）」という考え方が人々の間に浸透しました。これは「この世のすべての現象は絶えず変化し、
永遠に続くものはない」という思想です。『平家物語』は、一時は絶大な権力を誇った平氏が滅び
去る姿を描くことで、この無常観を表現しています。


